
特
集
・
都
市
と
ご
み
―
ご
み
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て
③

横
浜
の
ご
み
現
状
と
課
題

太
田
次
郎

一
―
横
浜
市
の
ご
み
処
理
量
は
一
日
三
、
三
〇
〇
ト
ン

ニ
―
一
般
家
庭
ご
み
の
組
成

三
―
ご
み
は
増
え
続
け
て
い
る

四
―
ご
み
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

五
―
ご
み
処
理
は
時
代
の
要
請
を
反
映
す
る

六
―
燃
え
る
ご
み
は
焼
却
．
燃
え
な
い
ご
み
は
埋
め
立
て

七
―
市
民
協
力
の
役
割
は
大
さ
い

八
―
ま
ず
、
資
源
化
・
減
量
化
を

九
―
収
集
作
業
の
近
代
化
を

一
〇
―
可
燃
ご
み
の
全
量
焼
却
体
制
を
維
持

一
一
―
最
終
的
に
は
埋
め
立
て
が
必
要

一
二
―
二
十
一
世
紀
の
ご
み
処
理
を
目
指
し
て

一
―
横
浜
市
の
ご
み
処
理
量
は
一
日

　
　
　
　
三
、
三
〇
〇
ト
ン

　
三
一
〇
万
人
の
人
口
を
抱
え
る
横
浜
市
で
は
、
ご
み

の
量
も
膨
大
で
す
。
横
浜
市
は
昭
和
六
十
一
年
度
に
一

二
〇
万
ト
ン
の
ご
み
を
処
理
し
ま
し
た
。
一
日
平
均

三
、
三
〇
〇
ト
ン
に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
一
般
家
庭
ご
み
は
八
四
万
ト
ン
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
お
よ
そ
七
五
〇
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
毎
日
出

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
祖
大
ご
み
な
ど
そ
の
他
の
生
活
系
の
ご
み
が

四
万
ト
ン
、
中
小
企
業
等
の
ご
み
が
三
二
万
ト
ン
で

す
（
表
－
１
）
。
　
　
　
　
　
　
　
～

　
人
間
の
日
常
生
活
お
よ
び
経
済
社
会
活
勁
に
伴
っ
て

発
生
す
る
も
の
で
、
不
要
と
な
っ
た
も
の
を
法
律
で
は

　
「
廃
棄
物
」
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
般
廃
棄
物
と

産
業
廃
棄
物
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
主
と
し
て
市
町
村
が

処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
の
う
ち
し
尿
を
除
い
た
も
の

を
、
通
称
ご
み
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
は
、
大
き
く
生
活
系
の
ご
み
と
事
業
系
の
ご
み

に
区
別
さ
れ
ま
す
が
、
一
般
家
庭
ご
み
や
祖
大
ご
み
な

ど
の
生
活
系
の
ご
み
は
、
原
則
と
し
て
横
浜
市
が
収
集

処
分
す
る
の
に
対
し
、
事
業
系
の
ご
み
は
、
法
律
に
よ

り
事
業
者
の
自
己
処
理
責
任
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
の

で
、
横
浜
市
で
は
事
業
者
お
よ
び
処
理
業
者
に
対
し
適

正
処
理
の
監
視
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
中

小
企
業
対
策
と
し
て
、
中
小
企
業
等
の
ご
み
の
一
部
に

つ
い
て
は
、
市
の
処
理
施
設
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

表－1　昭和61年度横浜市のごみ処理量
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ニ
ー
一
般
家
庭
ご
み
の
組
成

ご
み
は
い
ろ
い
ろ
な
物
質
が
寄
せ
集
ま
っ
た
も
の
で

す
が
、
一
般
家
庭
ご
み
の
組
成
は
約
半
分
が
水
分
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
次
に
多
い
の
が
紙
類
で
約
三
〇
％

を
占
め
、
以
下
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
約
七
％
、
ガ
ラ

ス
・
陶
磁
器
類
が
約
七
％
、
厨
芥
類
が
約
五
％
の
順
に

な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
土
砂
類
、
金
属
類
、
木
屑
、
繊

維
類
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
図
―
１
）
。

　
最
近
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が

や
や
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
紙
類
は
古
紙
価
格
の
変
動

に
応
じ
て
増
減
が
あ
り
ま
ナ
。
今
後
は
、
新
製
品
の
開

発
や
新
物
質
の
増
加
な
ど
に
よ
り
ま
す
ま
す
多
様
化
が

進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ご
み
質
変
化
の
影
響
は
、
ご
み
の
燃
焼
温
度
の
変
化

や
従
来
の
処
理
方
法
で
は
処
理
の
難
し
い
物
の
発
生
、

ま
た
、
ご
み
中
の
資
源
化
で
き
る
も
の
の
減
少
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

三
―
ご
み
は
増
え
続
け
て
い
る

　
ご
み
量
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
高
度
成
長
期
に
お

い
て
急
増
し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
に
増
加
の
勢
い
は

衰
え
た
も
の
の
、
現
在
も
依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向
は

続
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
昭
和
六
十
一
年
度
は
対
前
年

度
比
九
％
増
と
ご
み
量
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
ご
み
は
、
ま
ず
、
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
増
え
て
い

き
ま
ナ
。

　
横
浜
市
の
人
口
は
昭
和
六
十
年
に
三
〇
〇
万
人
を
超

え
、
昭
和
六
十
一
年
は
六
万
人
も
増
え
ま
し
た
。
約
二

％
の
増
加
で
す
。
横
浜
市
の
人
口
は
、
ま
だ
ま
だ
増
え

続
け
ご
み
量
も
こ
れ
に
伴
っ
て
増
え
て
い
き
ま
す
（
図

―
２
）
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
一
人
ひ
と
り

図一１　昭和61年度ごみの組成（家庭ごみ）

印5工場における昭和61年度の実測平均値(単位：重最％)である。

図一２　横浜市ごみ処理量及び人口の推移
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が
排
出
す
る
ご
み
の
量
も
増
え
て
い
る
の
で

す
。

　
一
般
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和

六
十
年
度
で
は
一
人
一
日
あ
た
り
約
七
一
七
グ
ラ
ム
の

ご
み
を
出
し
て
い
た
も
の
が
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
は

約
七
五
〇
グ
ラ
ム
と
五
％
に
近
い
伸
び
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ご
み
増
の
要
因
と
し
て
は
、
様
々
な
社
会
・

経
済
の
動
き
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
量
生
産

　
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と
い
う
生
産
流
通
構

造
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。

　
大
量
生
産
・
販
売
の
た
め
に
は
、
頻
繁
に
新
製

品
を
供
給
す
る
こ
と
や
、
修
理
を
減
ら
す
こ
と

な
ど
に
よ
り
商
品
サ
イ
ク
ル
の
短
縮
化
が
図
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
流
通
機
構
の
複
雑
化
及
び
大

量
流
通
に
伴
い
梱
包
・
包
装
等
が
増
え
、
核
家

族
化
や
世
帯
人
員
の
減
少
に
よ
り
、
パ
ッ
ク
商

品
や
ト
レ
イ
の
使
用
が
増
え
ま
す
。
さ
ら
に
、

使
い
捨
て
商
品
や
ワ
ン
ウ
ェ
イ
容
器
が
増
え
て

い
ま
す
。

消
費
す
る
側
に
お
い
て
も
こ
れ
に
対
応
し

て
、
商
品
消
費
の
個
人
化
や
使
い
捨
て
製
品
を

好
む
生
活
様
式
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
ご
み
量
増
の
影
響
は
、
収
集
・
処
理
体
制
の

拡
充
の
必
要
、
ご
み
処
理
経
費
の
増
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

表－2　横浜市民意識調査　市政への評価順位の推移

表－３「市長への手紙」投稿内容別順位の推移
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図―3　ごみ処理施設配置（昭和62年４月日１現在）
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四
―
ご
み
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が

　
　
　
　
高
ま
っ
て
い
る

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
横
浜
市
民
意
識
調
査
の
う
ち
、

市
政
へ
の
評
価
の
項
目
で
は
「
ゴ
ミ
の
収
集
」
に
つ
い

て
が
最
も
良
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
が
（
表
－
２
）
、
同

年
度
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
内
容
別
件
数
を
み
る

と
、
ご
み
に
関
す
る
要
望
等
が
前
年
度
に
比
べ
大
幅
に

増
え
て
い
ま
す
（
表
―
３
）
。

　
こ
の
こ
と
は
、
週
三
回
収
集
の
実
施
な
ど
に
よ
り
市

民
に
身
近
な
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
良
い
評
価
を
得

て
い
る
も
の
の
、
市
民
の
ご
み
意
識
の
高
ま
り
に
伴
い
、

ご
み
の
処
理
・
再
利
用
と
い
っ
た
「
ご
み
の
ゆ
く
え
」

に
関
す
る
要
望
等
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
ご
み
処
理
に
は
市
民
の
協
力
が
絶
対
的
に
必
要
で

す
。
何
故
ご
み
処
理
が
必
要
な
の
か
、
ご
み
処
理
は
誰

が
や
る
の
か
、
市
民
は
何
を
す
べ
き
か
、
等
々
。
市
民
が

ご
み
処
理
に
つ
い
て
正
し
い
関
心
を
も
つ
こ
と
は
大
変

重
要
で
す
。

五
―
ご
み
処
理
は
時
代
の
要
請
を
反
映
す
る

　
ご
み
処
理
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
つ
っ
あ
り
ま

す
。
当
初
は
、
公
衆
衛
生
の
維
持
の
み
で
足
り
た
も
の

が
、
次
第
に
、
都
市
の
清
掃
美
化
と
生
活
環
境
の
整
備

ま
で
を
含
む
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
、
廃
棄
物
の
管

理
と
総
合
的
な
適
正
処
理
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
保
全

と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
す
。
適
正
処
理
と

は
、
ご
み
を
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
適
切
な
時

期
及
び
方
法
で
収
集
し
、
こ
れ
を
衛
生
的
に
処
理
し
て

日
常
生
活
圏
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
収
集

・
運
搬
・
処
理
・
処
分
に
際
し
公
害
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
ま
で
を
含
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
は
単
に
出
さ
れ
た
ご
み
を
処
理
す
る

だ
け
で
な
く
、
資
源
保
護
及
び
処
理
経
費
節
減
の
観
点

か
ら
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
も
重
要
に
な
り
ま

ナ
。

六
―
燃
え
る
ご
み
は
焼
却
、

　
　
　
　
燃
え
な
い
ご
み
は
埋
め
立
て

①
―
横
浜
市
の
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　
横
浜
市
で
は
、
ご
み
の
迅
速
か
つ
衛
生
的
な
処
理
の

た
め
、
長
期
的
な
計
画
の
も
と
に
収
集
体
制
や
処
理
施

設
の
整
備
等
を
行
い
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
・
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
資
源
化
・
減
量
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ご
み
収
集
は
、
横
浜
市
全
域
を
処
理
区
域
と
し
て
、

一
般
家
庭
ご
み
、
粗
大
ご
み
及
び
使
用
済
み
乾
電
池
を

直
営
で
収
集
し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
等
の
ご
み
、
臨

時
多
量
の
ご
み
は
、
排
出
者
に
よ
り
自
己
搬
入
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
犬
・
ね
こ
等
動
物
の
死
体
処
理
な
ど
を
委

託
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
燃
え
る
ご
み
は
焼
却
工
場

で
焼
却
し
、
残
っ
た
灰
は
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。
燃
え

な
い
ご
み
は
直
接
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
資
源
化
・
減
量
化
は
、
ご
み
に
出
す
ま
え
の
再
利
用

と
し
て
資
源
集
団
回
収
運
動
の
拡
大
を
図
り
、
ご
み
に

出
さ
れ
た
も
の
の
再
利
用
と
し
て
は
焼
却
余
熱
利
用
、

焼
却
残
灰
再
生
利
用
、
粗
大
ご
み
か
ら
の
自
転
車
再
生

等
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
―
３
、
４
）
。

図一４　昭和61年度横浜市ごみ処理の流れと処理量(年量)
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②
－
収
集
・
運
搬
等

ア
一
般
家
庭
ご
み

　
一
般
家
庭
ご
み
は
、

市
内
全
域
約
百
万
世
帯

を
対
象
に
週
三
回
の
、

計
画
収
集
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
市
内
一
六
の
事
務
所

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄

地
域
ご
と
に
収
集
計
画

を
た
て
、
年
末
年
始
と

日
曜
日
を
除
く
毎
日
、

収
集
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
収
集
方
式
は
、
蓋
付

容
器
に
よ
る
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
方
式
を
原
則
と

し
、
指
定
の
曜
日
・
時

間
に
指
定
の
集
積
場
所

に
出
さ
れ
た
ご
み
を
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
中
高

層
団
地
で
は
、
い
つ
で
も
ご
み
が
出
せ
る
コ
ン
テ
ナ
を

集
積
場
所
に
設
置
し
て
ご
み
を
貯
留
し
、
指
定
の
曜
日

に
こ
れ
を
収
集
す
る
コ
ン
テ
ナ
方
式
を
採
用
し
て
お

り
、
住
民
の
利
便
と
収
集
作
業
の
効
率
化
及
び
都
市
美

観
の
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
収
集
地
区
と
焼
却
工
場
と
の
距
離
が
遠
い
一

部
区
城
の
ご
み
は
、
収
集
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
市
内
六
ヵ
所
に
あ
る
中
継
施
設
（
輸
送
事
務
所
）

で
大
型
車
に
積
み
替
え
て
工
場
へ
輸
送
し
て
い
ま
す
。

イ
粗
大
ご
み

　
粗
大
ご
み
は
、
月
一
回
、
家
庭
電
化
製
品
・
家
具
類

等
家
庭
か
ら
出
る
大
型
の
ご
み
を
対
象
と
し
て
、
自
治

会
・
町
内
会
等
の
協
力
を
得
て
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た

集
積
場
所
か
ら
収
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
を
東
部
、
南
部
、
北
部
の
三
方
面
に
分
け
三

つ
の
特
別
事
務
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
粗
大
ご
み
の
う
ち
金
属
類
等
に
つ
い
て
は
、

市
の
収
集
と
時
間
を
ず
ら
し
て
、
協
力
業
者
に
よ
り
回

収
さ
れ
、
再
資
源
化
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
汚
染
防
止
の
た
め
、
家
電
業
界
と
協
力

し
て
家
電
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
部
品
の
除

去
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ウ
使
用
済
み
乾
電
池

　
家
庭
で
使
用
し
た
乾
電
池
は
祖
大
ご
み
の
収
集
時
に

別
途
収
集
し
、
ド
ラ
ム
缶
に
密
閉
し
て
一
時
保
管
し
た

の
ち
、
広
域
回
収
処
理
セ
ン
タ
ー
に
委
託
処
分
し
て
い

ま
す
。

エ
犬
・
ね
こ
等
動
物
の
死
体

　
犬
・
ね
こ
等
動
物
の
死
体
は
、
市
民
か
ら
の
処
理
依

頼
（
飼
育
）
、
ま
た
は
連
絡
（
遺
棄
）
に
よ
り
受
け
付
け

た
も
の
を
処
理
し
て
い
ま
ナ
。

オ
中
小
企
業
等
の
ご
み
（
民
間
搬
入
ご
み
）

　
中
小
企
業
か
ち
排
出
さ
れ
る
ご
み
及
び
引
越
し
ご
み

等
臨
時
多
量
の
ご
み
は
、
原
則
と
し
て
、
排
出
者
自
ら

ま
た
は
処
理
業
者
に
よ
り
、
市
の
焼
却
工
場
や
埋
立
処

分
地
に
直
接
搬
入
さ
れ
ま
す
。

③
―
焼
却
処
理

　
横
浜
市
で
は
、
ご
み
の
衛
生
的
処
理
及
び
減
量
化
の

観
点
か
ら
、
ご
み
の
中
間
処
理
方
法
は
焼
却
が
最
適
で

あ
る
と
し
て
施
設
の
整
備
を
進
め
、
燃
え
る
ご
み
の
全

量
焼
却
が
可
能
な
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
八
年
竣
工
の
旭
工
場
以
下
、
港
南
工
場
、

栄
工
場
、
保
土
ヶ
谷
工
場
及
び
昭
和
五
十
九
年
竣
工
し

た
最
新
の
北
部
工
場
ま
で
五
工
場
が
、
年
末
年
始
及
び

炉
の
整
備
の
た
め
の
数
日
間
を
除
き
、
二
四
時
間
体
制

で
稼
働
し
て
い
ま
ナ
。

　
五
工
場
を
あ
わ
せ
た
焼
却
能
力
は
標
準
能
力
（
設
備

三
炉
の
う
ち
二
炉
を
常
時
運
転
）
で
二
四
時
間
あ
た
り

約
三
、
五
〇
〇
ト
ン
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
港
南
工
場
以
降
の
四
工
場
で
は
余
熱
利
用
の

自
家
発
電
を
行
っ
て
お
り
、
発
電
能
力
は
合
計
で
約
二

万
四
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す
。

　
焼
却
工
場
は
近
代
的
な
設
備
を
備
え
る
と
と
も
に
、

電
気
集
じ
ん
器
、
排
ガ
ス
脱
塩
装
置
、
排
水
処
理
設
備

を
設
け
る
な
ど
、
公
害
防
止
に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
。

表― 4　資源集団回収実績の推移
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図一５　ごみ処理行政の課題

　
ご
み
は
焼
却
に
よ
り
重
さ
は
約
五
分
の
一
、
容
積
は

約
二
〇
分
の
一
に
小
さ
く
な
っ
た
灰
と
な
り
、
埋
立
処

分
地
に
運
ば
れ
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
は
収
集
搬
入
量
の
九
五
％
に
あ
た

る
一
一
四
万
ト
ン
を
焼
却
処
理
し
ま
し
た
。

④
―
埋
立
処
分

　
燃
え
な
い
ご
み
と
焼
却
工
場
か
ら
の
灰
は
、
埋
立
処

分
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
と
し
て
は
、
内
陸
部
で

は
神
明
台
処
分
地
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
開
設
）
が
あ

り
、
臨
海
部
で
は
大
黒
ふ
頭
且
期
（
そ
の
二
）
地
区
埋

立
地
（
昭
和
六
十
年
四
月
開
設
）
が
あ
り
ま
す
。

　
埋
立
処
分
地
で
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
工
法
の
採
用
や
消

毒
剤
の
散
布
及
び
排
ガ
ス
燃
焼
装
置
、
汚
水
処
理
施
設

の
設
置
等
に
よ
り
公
害
防
止
に
万
全
を
期
し
て
い
ま

す
。
　
昭
和
六
十
一
年
度
は
、
ご
み
と
灰
あ
わ
せ
て
約
三
〇

万
ト
ン
を
埋
立
処
分
し
ま
し
た
。

⑤
―
資
源
化
・
減
量
化

　
横
浜
市
で
は
、
「
ご
み
に
な
る
も
の
を
家
庭
に
持
ち

込
ま
な
い
」
、
「
ご
み
に
出
さ
ず
に
再
利
用
す
る
」
、
「
ご

み
に
出
さ
れ
た
も
の
を
再
利
用
す
る
」
を
三
本
の
柱
と

し
て
資
源
化
・
減
量
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
資
源
集
団
回
収
は
、
ご
み
に
出
す
ま
え
の
再
利
用
と

し
て
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
に
大
い
に
役
立
つ
ば

か
り
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
も
効
果

ぶ
あ
る
の
で
、
横
浜
市
と
し
て
も
、
集
団
回
収
の
手
引

き
の
配
布
、
優
良
団
体
の
表
彰
、
リ
ヤ
カ
ー
の
配
布
等

を
行
い
積
極
的
に
こ
の
運
動
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま

す
。
　
昭
和
六
十
一
年
度
は
、
自
治
会
・
町
内
会
、
子
供
会
、

婦
人
会
等
が
家
庭
ご
み
対
比
で
四
％
に
あ
た
る
三
万
三

千
ト
ン
を
回
収
・
資
源
化
し
て
い
ま
す
（
表
―
４
）
。

　
ご
み
に
出
さ
れ
た
今
の
の
有
効
利
用
と
し
て
は
余
熱

利
用
、
焼
却
残
灰
再
生
利
用
事
業
、
粗
大
ご
み
か
ら
の

自
転
車
等
再
生
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
焼
却
工
場
か
ら
発
生
す
る
蒸
気
を
工
場
内
の
冷
暖

房
、
給
湯
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
工
場
に
併
設
さ
れ

た
余
熱
利
用
施
設
で
、
温
水
プ
ー
ル
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
に
も
供
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
燕
気
を
利
用

し
た
自
家
発
電
も
行
っ
て
お
り
、
工
場
内
の
機
器
運
転
、

照
明
等
に
使
わ
れ
る
ほ
か
余
剰
電
力
は
東
京
電
力
に
売

却
し
、
経
費
節
減
と
熱
干
不
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
残
灰
再
生
利
用
事
業
は
、
焼
却
工
場
か
ら
出
る

灰
の
一
部
か
ら
、
砂
・
砂
利
状
物
を
ふ
る
い
分
け
て
、

道
路
の
下
層
路
盤
材
と
し
て
再
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
粗
大
ご
み
の
中
か
ら

再
生
可
能
な
自
転
車
、
三
輪
車
等
を
回
収
し
、
こ
れ
を
修

理
再
生
し
て
展
示
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
市
民
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に
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

七
―
市
民
協
力
の
役
割
は
大
き
い

　
ご
み
処
理
は
市
民
生
活
と
密
接
な
か
か
わ
り
が
あ

り
、
ご
み
処
理
行
政
に
と
っ
て
市
民
協
力
が
重
要
な
要

素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
ご
み
の
出
し
方
等
を
通
じ
て
の
効
率
的
な
収

集
へ
の
協
力
や
資
源
化
・
減
量
化
に
つ
い
て
、
ま
た
、

地
域
清
掃
活
動
や
ご
み
の
散
乱
防
止
な
ど
環
境
美
化
に

つ
い
で
な
ど
、
ご
み
処
理
事
業
の
一
環
と
し
て
市
民
協

力
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
横
浜
市
で
は
、
市
民
協
力
推
進
の
た
め
、
自
治
会
・

町
内
会
単
位
に
一
な
い
し
二
人
の
環
境
事
業
協
力
員
を

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
委
嘱
し
、
ご
み
集
積
場
所
の

清
潔
保
持
や
、
資
源
集
団
回
収
な
ど
実
践
活
動
の
活
発

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
を
進
め
る
た
め

の
施
策
と
し
て
、
あ
き
び
ん
ポ
ス
ト
の
設
置
、
資
源
化

展
の
開
催
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
・

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
、
簡
易
包
装
推
進
運
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
街
の
美
化
の
た
め
に
は
、
「
ヨ
コ
ハ
マ
さ
わ
や
か
運

動
」
の
一
環
と
し
て
、
地
域
清
掃
の
ご
み
を
収
集
す
る

　
「
さ
わ
や
か
号
」
の
配
備
を
は
じ
め
、
よ
こ
は
ま
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
空
き
缶
デ
ポ
ジ
ッ
ト
の

実
験
等
を
行
い
、
市
民
の
地
域
活
動
の
活
発
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
環
境
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
、
施
設
見
学
会
の
実
施
、
広
報
映
画
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
な
ど
広
報
事
業
に
も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
、

八
―
ま
ず
、
資
源
化
・
減
量
化
を

　
ご
み
処
理
の
課
題
は
、
ご
み
量
の
増
加
や
ご
み
質
の

変
化
等
に
対
応
し
て
ご
み
の
適
正
処
理
を
進
め
る
と
と

も
に
、
ご
み
処
理
行
政
の
簡
素
・
合
理
化
を
図
る
こ
と

で
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
長
期
的
展
望
の
も
と
に
、
ご
み
の

資
源
化
・
減
量
化
、
収
集
体
制
の
整
備
、
処
理
施
設
の

整
備
、
最
終
処
分
場
の
確
保
等
を
順
次
進
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
ま
ず
、
資
源
化
・
減
量
化
を
さ

ら
に
進
め
る
べ
き
で
す
。

　
資
源
化
・
減
量
化
は
、
資
源
保
護
及
び
ご
み
処
理
経

費
の
抑
制
、
ま
た
、
最
終
処
分
場
の
延
命
と
、
同
時
に

三
つ
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
資
源
化
・
減
量
化
の
課
題
は
、
ご
み
中
に
含
ま
れ
て

い
る
原
材
料
と
し
て
再
資
源
化
可
能
な
紙
類
、
金
属
類
、

ガ
ラ
ス
類
、
’
布
類
な
ど
を
い
か
に
効
率
良
く
ご
み
か
ら

分
離
す
る
か
、
ま
た
、
い
か
に
資
源
化
ル
ー
ト
に
の
せ

る
か
で
す
。

　
資
源
化
・
減
量
化
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
経
済
社
会

情
勢
、
費
用
対
効
果
、
技
術
水
準
等
を
勘
案
し
、
十
分

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
横
浜
市
の
場
合
は
、
現

在
行
わ
れ
て
い
る
資
源
集
団
回
収
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
、
回
収
団
体
の
拡
大
や
資
源

化
ル
ー
ト
の
確
保
が
当
面
の
課
題
で
す
。

　
し
か
し
、
例
え
ば
同
じ
紙
類
に
し
て
も
新
聞
紙
や
包

装
紙
、
ち
り
紙
な
ど
の
よ
う
に
多
種
多
様
で
、
ま
た
、
他

の
素
材
と
複
合
的
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
資

源
化
で
き
る
紙
と
資
源
化
が
難
し
い
紙
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ご
み
の
組
成
と
ご
み
中
の
再
資
源
化
可

能
物
は
一
致
し
ま
せ
ん
。
ご
み
中
の
再
資
源
化
可
能
物

は
せ
い
ぜ
い
二
割
程
度
で
す
。

　
従
っ
て
、
焼
却
後
の
灰
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て

も
、
最
終
処
分
場
延
命
の
た
め
こ
れ
を
再
利
用
す
る
こ

と
も
課
題
で
す
（
図
―
５
）
。

九
―
収
集
作
業
の
近
代
化
を

　
収
集
・
運
搬
に
つ
い
て
は
、
ご
み
量
増
に
対
応
し
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
車
両
・
人
員
等
の

充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
車
両
の
改
善
・
大
型
化
、

中
継
施
設
の
改
善
等
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
収
集
輸
送
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
新
し
い
収
集
方
式
等
の
検
討
が
課
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題
で
す
ｏ

　
収
集
作
業
は
市
民
と
行
政
の
接
点
に
あ
た
り
、
市
民

が
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
高
い
関
心
を
持
つ
も
の
で

す
。
し
か
し
、
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
最
も
近
代

化
が
遅
れ
て
い
る
の
が
収
集
作
業
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
　
ご
み
箱
に
よ
る
各
戸
収
集
か
ら
容
器
に
よ
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
収
集
に
変
わ
っ
た
も
の
の
、
相
変
わ
ら
ず
の
手

作
業
で
あ
り
、
ご
み
の
散
乱
や
公
務
災
害
の
危
険
が
伴

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
作
業
の
安
全
性
と
効
率
化
を
図
る
た
め
、

な
る
べ
く
機
械
化
（
特
に
積
み
込
み
作
業
）
の
導
入
を

可
能
と
す
る
収
集
方
式
の
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
現
在
集
合
住
宅
で
実
施
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
方

式
の
拡
大
や
新
た
に
自
動
貯
留
排
出
方
式
、
管
路
収
集

方
式
な
ど
の
採
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　

一
〇
―
可
燃
ご
み
の
全
量
焼
却
体
制
を
維
持

焼
却
工
場
は
現
在
五
工
場
あ
り
ま
す
が
、
ご
み
の
増

加
及
び
既
存
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し
て
、
可
燃
ご
み

の
全
量
焼
却
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
新
し
い
施
設
の

建
設
や
既
存
施
設
の
改
修
が
課
題
で
す
。

　
工
場
等
処
理
施
設
の
建
設
に
は
、
柏
当
の
年
月
と
費

用
を
要
す
る
の
で
、
ご
み
量
の
長
期
予
測
、
全
市
的
な

配
置
等
を
よ
く
検
討
の
う
え
施
設
整
備
を
計
画
す
る
必

要
が
あ
り
ま
ナ
。

一
一
―
最
終
的
に
は
埋
め
立
て
が
必
要

　
ご
み
は
、
資
源
化
に
よ
り
減
量
さ
れ
、
焼
却
や
破
砕

等
の
中
間
処
理
に
よ
り
減
量
・
減
容
化
さ
れ
ま
す
が
、

最
後
は
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
ま
す
。

　
従
っ
て
、
ご
み
が
発
生
す
る
限
り
埋
立
処
分
場
の
確

保
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
都
市
化
の
進
行
に
伴
い
、
処
分
場
用
地
の
確

保
は
一
段
と
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、

既
設
処
分
場
の
有
効
利
用
（
延
命
）
を
図
り
つ
つ
、
臨

海
部
で
の
処
分
場
確
保
に
も
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
国
に
お
い
て
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
（
広
域

最
終
処
分
場
整
備
計
画
）
と
し
て
、
東
京
湾
に
大
規
模

な
海
面
処
分
場
の
設
置
を
企
画
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
関
係
都
県
市
に
よ
り
、
そ
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
中
の
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
区
内
処
理
優
先
、
資
源
化
・
減
量
化
の
推
進
を
念

頭
に
十
分
な
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

一
二
ー
二
十
一
世
紀
の
ご
み
処
理
を
目
指
し
て

　
ご
み
処
理
の
将
来
を
考
え
る
と
、
総
合
的
な
観
点
か

ら
、
物
質
循
環
を
促
進
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
策
が

長
期
的
な
課
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
自
然
生
態
系
と
処
理
処
分
方
法
の
適
合
化
を
図
り
、

ご
み
処
理
が
自
然
界
に
与
え
る
影
響
を
極
力
少
な
く
す

る
た
め
、
ご
み
質
の
管
理
を
行
い
、
適
正
処
理
で
き
な

い
よ
う
な
も
の
は
生
産
・
流
通
過
程
か
ら
排
除
し
、
ま

た
、
ご
み
質
に
応
じ
た
適
正
処
理
体
制
及
び
リ
サ
イ
ク

ル
ル
ー
ト
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
。

　
ナ
な
わ
ち
、
生
産
か
ら
流
通
、
消
費
の
全
般
に
わ
た

り
ご
み
処
理
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
発
生

を
少
な
く
し
、
ま
た
、
資
源
化
・
減
量
化
の
徹
底
を
図

る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
、
行
政
、
企
業
が
一
体
と
な

っ
て
、
経
済
性
よ
り
も
物
質
循
環
を
重
点
と
す
る
社
会

的
な
合
意
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
■

　
　
　
Ａ
環
境
事
業
局
総
務
課
企
画
調
査
担
当
係
長
Ｖ
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